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平成１９年度科学技術振興調整費による「重要政策課題への機動的対応の推
進」課題として、下記の課題を指定することとする。

記

課 題 名 内 容 担当府省

昨年度実施した予備的調査を踏まえ、アジア 内閣府（※）「オープン・アクセス・
地域における科学技術分野における国際協力データベース」の本格的
を促進するため、アジア圏内の共同研究・人開発・運用に向けた試行
材交流に関する情報（ニーズとシーズ）を集的取組みについて
約し各国から自由にアクセスできるデータベ
ースの今後の本格的な開発・運用に向けて、
各国専門家会合等を行い、各国との調整をさ
らに進めるとともに、試行的取組みを実施す
る。

（ ）実施予定期間 １年

我が国における世界トップクラスの研究拠点 文部科学省世界トップクラス研究拠
の創出に向けた施策の推進に資するため、欧 （科学技術政策点調査
州の世界トップクラスの研究拠点の現状を調 研究所）
査し、拠点形成に必要な人材像、支援体制、
拠点の形成シナリオ等を明らかにする。

（実施予定期間 １年）

本調査研究では 「①研究の技術への波及プ 文部科学省イノベーション測定手法 、
ロセス 「②イノベーティブな企業・産業と （科学技術政策の開発に向けた調査研究 」、
科学研究との結びつき ③生産性等の変化 研究所）」、「 」
等を分析することにより、我が国の科学技術
研究がイノベーション創出を通して、経済社

。会に及ぼした効果を測定する手法を開発する
具体的には、いくつかの産業を対象に、イノ
ベーション測定のための手法のプロトタイプ
の構築を行う。加えて、他分野への適用拡大
や一般化について調査研究を行う。

（ ）実施予定期間 １年

※担当府省において、入札により実施機関を選定し課題を実施


